
「Leap」とは「飛躍」であり、校友会がさらなる発展を遂げる
という意味が込められています。
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校友会 岡本会長より ご挨拶

祝40周年

岡本 寿和

　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のことと心からお喜び申し上げます。平素は校友会活動にご理解
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。ここ数年中はコロナ禍で様々な校友会行事をあきらめざるをえませんでし
た。とはいえクラブ活動への奨励金実施、校友会奨学金の実施など在学生への支援をこれまでと変わらずに行
い、2020年度にはコロナによる学生への援助金実施、一人暮らしの学生を対象にした食券での支援等、コロナ
に対して特別に講じた支援もおこなってまいりました。新入生歓迎イベントができなかったここ2年の間は、新入生
へ学食体験チケットをお贈りしました。柔軟に、そして臨機応変に対応することの重要性を再認識することができ
ました。そんな中、昨年2022年度の第61回岸辺祭では数年ぶりに通常通りの開催となり、いつも好評いただく支
部物産展、キッズショーを協賛できました。地元住民の方 を々はじめ多くの学生の笑顔にふれ、大学と校友会というかけがえのないこの「繋
がり」をこれからも決して絶やすことなく、「ぬくもり」をもって大学と卒業生の橋渡しとなりたいと改めて感じました。
　いま世界ではロシアによるウクライナ侵攻や度重なる北朝鮮によるミサイル発射等、私たちのあたりまえがあたりまえでなくなる不安定さに
満ちています。それでも、どんな時でも私たちのそばにあるのは人との「繋がり」です。人との繋がりの中で柔らかな適応力「柔軟性」は生ま
れます。この繋がりが重なってきたおかげで、会報Leapも40号発刊となりました。皆さまの手にとっていただき、大阪学院大学でのそれぞれ
の「繋がり」を思い出していただけると幸いです。

　平成3年に創刊した大阪学院大学校友会報誌。大学を懐かしみ、母校の発展を願うべく、第20号
から「飛躍」という意味の「Leap」となり、より一層皆様に愛される誌面へと変化しました。今後も貴
重なご意見を頂戴しながら大学の「今」そして卒業生の「今」をお届けしてまいります！

～会報Leapは今号で40周年を迎えました～

Leap 40th Anniversary

 
Leap 40th Anniversary

 

過去39号分の表紙をご紹介！
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決算予算報告  事業報告  事業計画

※2022年度　総会・懇親会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。

1. 会報（第38号）を2021年5月1日付で発行
2. 学生奨励金支給
3. 校友会奨学金支給
4. 新入生歓迎行事協賛
5. 岸辺祭行事協賛
6. 卒業記念品を作成し卒業生に配付

以下の報告ならびに各案については全て承認をいただきました。

2021年度 事業報告

2021年度大阪学院大学校友会決算報告書

財　 産　 目　 録

監　査　報　告　書

基 金 繰 入 内 訳 表

収入の部
科　　目 予 算 額 決 算 額

2021年4月1日から2022年3月31日まで
（単位：円）

2022年度大阪学院大学校友会予算書（案）

1. 会報（第39号)を2022年5月1日付で発行
2. 2022年度大阪学院大学校友会 総会・懇親会開催※
3. 学生奨励金支給
4. 校友会奨学金支給
5. 新入生歓迎行事協賛
6. 岸辺祭行事協賛
7. 卒業記念品を作成し卒業生に配付

2022年度 事業計画（案)

会 費 収 入
受 取 利 息
雑 収 入
前 年 度 繰 越 金
合 計

35,085,000
0
0

13,925,888
49,010,888

38,220,000
149
0

13,925,888
52,146,037

収入の部
科　　目 金　額 備                  考

2022年4月1日から2023年3月31日まで

2022年3月31日2022年3月31日

2022年4月11日大阪学院大学校友会　2021年度収支決算書・財産目録・基金繰入内訳表、各項の調査を遂げ、
その正確なることを認定いたします。

2021年度収支決算書・財産目録・基金繰入内訳表を
上記のとおり報告いたします。

（単位：円）

受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金
合 計

会 費 収 入

0
22,592,286
59,657,286

預金利息

37,065,000

大学 @15,000円×1,241名（1,334名×93.0％）＝¥18,615,000  
　　 @15,000円×1,154名（1,241名×93.0％）＝¥17,310,000
短大 @15,000円×　 39名（　 41名×95.0％）＝　 ¥585,000
　　 @15,000円×　 37名（　 39名×95.0％）＝　 ¥555,000
在籍者大学･短大とも2022年4月1日現在数に基づく。

支出の部
科　　目 金　額 備                  考

（単位：円）

校 友 会 奨 学 金
学 生 奨 励 金
会 議 費
事 務 費
慶 弔 費
総 会 費
会 報 費
通 信 運 搬 費
支 払 手 数 料
旅 費 交 通 費
卒 業 記 念 品 費
支 部 助 成 費
備 品 購 入 費
保 険 料
水 道 光 熱 費
行 事 協 賛 金
人 件 費
退 職 金 積 立 費
印 刷 製 本 費
消 耗 品 費
修 繕 費
委 託 費
雑 費
予 備 費
合 計

1,000,000
1,000,000
250,000
250,000
200,000
1,000,000
3,500,000
4,700,000
80,000

6,000,000
3,000,000
8,000,000
100,000
450,000
400,000
7,000,000
8,000,000
120,000
200,000
250,000
1,500,000
400,000
2,000,000
10,257,286
59,657,286

@200,000×5人　

リコーリース料月12,540+パフォーマンス

会報第39号印刷代等
会報発送料、支部総会案内発送料

支部助成金、支部総会案内作成料

火災保険料（2022年6月支払～5年更新）

校友会PR紙代

名簿データ管理料 他

流 動 資 産
現 金
普 通 預 金
郵 便 振 替
固 定 資 産
建物付属設備
電話加入権
合 計

（177,231,144）
708,085

165,304,491
11,218,568

（48,895,251）
48,742,371
152,880

226,126,395

三菱UFJ銀行,みずほ銀行,りそな銀行,池田泉州銀行
吹田岸辺駅前郵便局

校友会事務所内装,電気工事費
（06）6318-3260,（06）6318-3261

支出の部

資産の部

科　　目

科　　目 金　額（円） 備　　　考
流動負債
預 り 金
合 計

（84,243）
84,243
84,243

源泉所得税,市民税,社会保険料

負債の部
科　 目 金　額（円） 備　　　考

予 算 額 決 算 額
（単位：円）

※繰り越し

校 友 会 奨 学 金
学 生 奨 励 金
会 議 費
事 務 費
慶 弔 費
総 会 費
会 報 費
通 信 運 搬 費
支 払 手 数 料
旅 費 交 通 費
卒 業 記 念 品 費
支 部 助 成 費
備 品 購 入 費
保 険 料
水 道 光 熱 費
行 事 協 賛 金
人 件 費
印 刷 製 本 費
消 耗 品 費
修 繕 費
委 託 費
雑 費
予 備 費
小 計
収 支 差 額
合 計

1,000,000
1,500,000
300,000
500,000
100,000

0
3,500,000
4,700,000
80,000

4,000,000
3,000,000
1,000,000
100,000

0
350,000
6,000,000
6,500,000
200,000
250,000
300,000
300,000
2,000,000
13,330,888
49,010,888

0
49,010,888

1,000,000
630,000
183,008
207,341
182,151

0
2,263,055
3,148,374
57,530

3,572,690
3,000,000
1,188,644
45,400

0
325,103
2,301,566
5,867,241
105,435
149,875
295,470
344,520
1,161,348
3,525,000
29,553,751
22,592,286※
52,146,037

校友会奨学基金
合 計

134,600,000
134,600,000

みずほ銀行,三菱UFJ銀行
科　 目 金　額（円） 備　　　考

監査役　黒　石　健　弘
監査役　石　原　淳　行

2022年4月11日 会　長　岡　本　寿　和　　　  
会　計　西　村　直　也
会　計　井　上　仁　志

※ 印省略

2022年度 総会・懇親会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。
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このページでは、校友会会員の皆さんを対象とした大阪学院大学の入試制度「ファミリー」や
エクステンションセンター開講の「生涯学習講座」などのご案内をさせていただきます。

エクステンションセンターからのご案内

大 学 か ら の ご 案 内

（2023年3月31日退職予定）教員人事

。いさだくせ合問おでま室務事試入、は求請料資・細詳※
　TEL.06-6381-8434（代表）

●オープンキャンパス2023開催日
　6月～9月上旬　開催予定

ーペムーホ式公学大、第次定決程日・制約予前事※
ジに掲載します。

●入試相談会2023開催日
9月下旬～12月　6回開催予定

　※決定次第、入試ガイド等に記載します。

ポイント1 オープンキャンパスまたは入試相談会に
参加した方を対象に出願書類を配付し
ます。

ポイント2 典特のどな講受料無座講格資、免減費学
があります。■対象学部・日程

学部・学科 日程 試験日
■ 大学

■ 短大

商 学 部／商 学 科
経営学部／経営学科
経営学部／ホスピタリティ経営学科
経済学部／経済学科
法 学 部／法 学 科
外国語学部／英語学科
国際学部／国際学科
情報学部／情報学科
経営実務科（女子のみ）

A日程 9月下旬
（予定）

B日程 12月上旬
（予定）

※この他にも様々な制度があります。出願資料、入試日程など、
　詳しくは5月発行の「2024入試ガイド」をご請求ください。

エンジョイゴルフ（春）（秋）
講師：宮髙 秀夫（日本プロゴルフ協会トーナメントプロ）

大阪学院大学・
大阪学院大学短期大学部
エクステンションセンター
2号館2階
https://www.ogu.ac.jp/guide/
life/lifelong.html

9:00～17:00
（日・祝日は除く）
TEL.06-6381-8434（代表）

入学試験  総合型選抜「ファミリー」について

情報学部　情報学科経済学部　経済学科

経営学部　経営学科

外国語学部　英語学科

商学部　商学科

三輪　芳朗 教授

寺脇　久人 講師

N.M.シャクルトン 准教授 菊野　　 亨 教授

田中　道雄 教授

木村　正德 講師藤原　哲郎 教授 西原　里実 講師
（2022.12.28 現在）

松木　　隆 教授

本多　佑三 教授

　この制度は「本学の卒業生および在学生の2親等以内（子・孫・兄弟姉
妹）」を対象とした入学試験制度です。大阪学院大学の教育理念を理解し、
校風の継承と特色ある教育活動の活性化に意欲ある学生を募集します。

　Withコロナの時代においてゴルフはクラブをスイング
するために自然とソーシャルディスタンスのとれるスポー
ツなので、ゴルフを新たに始めたり、再開したりする人が増
えています。この講座は初心者から経験者までを対象に、
ゴルフの基本をレッスンしていきます。１回目はゴルフスイ
ングに必要な体操とアドレスおよびグリップの基本、２回目
はアプローチの基本、3回目はバンカーの基本をレッスン
します。大学敷地内のゴルフ練習場で行います。

紙粘土で「うさぎの餅つきの置き物」作り
講師：中井 二上

　紙粘土で「うさぎの餅つきの置き物」を作りましょう。陶
芸家が提案する新しい分野「紙粘土」でのびっくりするよう
な手品的技法！参加して楽しい、年中飾って満足！大人の
方はもちろん、小学生の夏休みの自由研究にもおすすめ
です。※小学生の方は保護者同伴でお願いします。（同伴
保護者は無料）

入試事務室からのご案内

　エクステンションセンターでは、大学のキャンパス内において「資格講座」や「生涯学習講座（生活教養・スポーツ・語学）」を開講して
います。卒業生の皆さんは一般の受講料とは異なり、在学生と同じ金額で受講していただけます。

短期大学部　経営実務科

永岡 規伊子 教授

廣藤 千代子 教授

詳しくはHP
を

ご覧ください
充実の44講座

（　　　　　　）陶芸家、華道二上流家元、
園芸アドバイザー

おすすめの生涯学習講座（2023年度）
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　今年、数え年で古希を迎える年齢になり、何かにつけ思うように動けなくなった「からだ」を実感している。数年前まで、マットの前転
とびや鉄棒のけ上がり等の技ができ、倒立も30秒程静止できていたのに、である。動きの感覚は今でも残っているのに、「からだ」の方
は思ったように動いてくれない。年を取って老化現象だから仕方ないとも言えるが、それだけに「からだ」への関心が強くなっている。
　かつて「体操競技」に没頭していた時期がある。器械6種目で数多くの技を行い、その演技の難しさと美しさを競う競技である。技
の習得の為にトレーニングで筋力を鍛え柔軟性を増し、数多くの繰り返し練習で動きのコツを身につける。そうして鍛え上げることで意
のままに動く「からだ」にして技を習得していく。ここでの「からだ」は、頭で考えてコントロールしていく「モノ（物質）」としての「からだ」
というイメージがあり、スポーツ科学の対象となるのもこの「からだ」である。「からだ」の仕組みや動きを科学的に分析し、その研究成
果に基づいてトレーニングすることでパフォーマンスを向上させていく。現在の各種スポーツ競技における高度なパフォーマンスは、こう
したスポーツ科学のサポートがあってのことである。

　若い頃の私もこうしたトレーニングの成果で筋肉ムキムキの「からだ」であった。しかし、外見は実に良く引き
締まった「からだ」であっても、よく風邪を引いて健康という面では「？」がつく状態であった。その後、30歳代前
半に大病をしたのをきっかけに「ヨガ（yōga）」と出会い、これまでとは異なる「からだ」への気づきを経験する
ことになる。ヨガでは、深い呼吸に合わせてゆっくりと動き、緊張と弛緩の交代によって「からだ」をリラックスさ
せる。その間、意識は「からだ」の内側へ向けていく。こうした呼吸と動作が自律神経の働きを整えて「からだ」
を良い状態にしてくれるだけでなく、心の有り様も整えてくれる。
 ヨガの理論では、呼吸は単に酸素だけではなく「プラーナ」という自然界にある生命エネルギーを取り入れて

「からだ」を活性化させるのだという。このことは、科学的には実証できないことではあるが、単なる「モノ」とし
てだけではない「からだ」の存在を教えてくれる。
　ヨガをやり始めてすでに35年ほどになる。これからもヨガを通じて内なる「からだ」への意識を大事にし、活
き活き溌剌とした後期高齢者を目指そうと思う。

国際学部

教授松本 芳明 

「からだ」のこと

　通学時間に自宅から２時間以上、それも、1時間目の授業は8時半からという大学にほぼ無遅刻無欠席で通っ
ていた日々。クラブ活動は（文化部でありながら、体育会系の要素も含む）植物を愛好するクラブに所属していた
ので、空き時間や土日には学内の湿生植物保護のための草刈りや高山植物の観察のための日本アルプス等縦
走に備えた登山トレーニング等に向き合う地味ながらも地道な学生生活をすごしていました。
　自然に恵まれたキャンパスをはじめ、建物やそれを取り巻く様々な‘もの’や‘こと’、自分達の‘くらしまわり’にあるも
のの素晴らしさを再確認する中で次第に自分自身の核とする学びが見えてくるようになった気がします。
　私たちの普段何気なく触れている事柄が他者から見ると稀有で特異性があることに気づき、それが放つ価値
を見出すことは人生を豊かにすることにつながるのではないでしょうか。
　身のまわりという観点から、私は学生時代より食卓・社交文化を核とした暮らしの文化領域の探求をしています。これらをテーマに留
学していた時や旅行などの折等、ヨーロッパの暮らしや文化に触れる度、‘ケルト’という言葉が目に耳に飛び込んできました。探求を進
めるにあたり、キリスト教が広まる前にあった、‘ケルト’というワードはヨーロッパの暮らしぶりを知る上で、決して切り離せるものではない
事を実感してきました。もちろん学生時代から学び続けては来ましたが、近年はその概念も見直しが進むなど、知れば知るほどその文
化は複雑で、きちんと理解するとなると一様にはいきません。
　暮らしぶりを探求するにあたり、果たして自分の捉えようはよいのであろうかと考えることもしばしばあり、学びの入り口に入った学生
が異文化理解をする上で、また、我々が掴んでいるケルトの文化理解を整理するためにも、様々な角度から捉えたわかりやすく手に取
りやすいつくりの本があればと長年思っている中、最近この本に出合いました。この本はイラストも交え、非常にわかりやすく、かつ、詳し
く書かれています。
　前述した通り、近年はケルトの概念に関する様々な見直しも図られてきているといわれていますが、その議
論が進む過程に触れるにせよ、この本があったらよりスムーズに頭の整理ができるような気がします。文化的
コミュニケーションを図る上でもその質がグッと上がるような大変有効な一冊だ・・・と感じるどなたにもお薦め
したい一冊です。
｠

著 者：原 聖　 出版社：エクスナレッジ　 出版年：2022年

短期大学部

准教授土井 茂桂子 

書名：ケルトの解剖図鑑

教員からのメッセージ

私のお薦めの一冊
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2022.10.16　爽やかな秋晴れの中、第61回

岸辺祭が開催されました。今回のテーマは

「RE：START」。

近隣住民の方を含むすべての学生を対象に行

いました。校友会からは数年ぶりにキャラクター

ショーを開催！多くの家族連れの方々に喜ばれま

した。毎年好評の、支部による物産展ももちろ

ん開催！たくさんの笑顔が見られ、コロナ禍前に

少し戻った印象です。そして今回初めて、卒業生

の笑福亭仁福師匠による落語公演も行い、

活気に包まれた一日となりました。

第61回第61回

岸辺祭岸辺祭
KISHIBE FES
2022.10.16

笑福亭仁福師匠 落語公演

キャラクターショー

支部による物産展
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「関西学生男子春季1部校学校対抗戦」優勝（23連覇 11年半連続）

「関西学生女子春季1部校学校対抗戦」準優勝

「FISU世界大学スポーツクライミング選手権大会2022」

「世界大学ゴルフ選手権」

「JAPAN CUP2022日本選手権大会」

「第46回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント」準優勝 ※予備費よりバスチャーター

「第40回全日本大学女子駅伝」3位入賞

「第20回全日本大学サッカーフェスティバル」優勝

ゴルフ部（男子）

ゴルフ部（女子）

山口賢人さん（ボルダリング個人）

神谷奈恵さん（ゴルフ個人）

チアリーダー部

サッカー部

陸上競技部（女子）

サッカー部

2022年 5月

2022年 5月

2022年 5月

2022年  7月

2022年 8月

2022年 9月

2022年 11月

2022年 12月

時　期 クラブ・団体名 大会名など

学生奨励金贈呈報告 校友会では毎年、優秀な成績で全国大会等に出場したクラブや団体に対して
学生奨励金を贈呈しております。2022年度に行った主な支援は下記の通りです。

特設サイト「OGU CLUBS」で最新ニュースをチェック!

OGU CLUBS 検 索

ユニバーシティクラブの最新情報をはじめ、
全クラブ・サークルの情報を掲載した
特設サイトを設置しています。

今すぐ気になるクラブをチェック！

2022年度　
関西六大学野球連盟
春季リーグ戦　4位
2022年度　
関西六大学野球連盟 
秋季リーグ戦　6位

チアリーダー部
・

・

・

・
・
・

・

第61回 大阪府吹奏楽コンクール
大学の部　銀賞
第35回 大阪府マーチングコンテスト
高等学校以上の部　銀賞

吹奏楽部
・

・

2022年度　
関西大学リーグ（Cリーグ） 2位

ラグビー部
・

2022年度 第100回関西学生サッカー
リーグ（前期）1部10位
関西学生サッカー選手権大会 準優勝
総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメント 準優勝
2022年度 第100回関西学生サッカー
リーグ（後期）1部9位｠

サッカー部
・

・
・

・

・

・

・

第27回 西日本選手権大会
自由演技競技　大学部門　3位
第31回 関西選手権大会
Division.1　大学の部　準優勝
JAPAN CUP 2022日本選手権大会
Division.1大学の部　8位

【男子】
第59回 全国大学ゴルフ対抗戦  準優勝
常陸宮杯第1回  全日本大学ゴルフ選手権競技  3位
関西学生男子春季1部校学校対抗戦 

優勝（リーグ戦23連覇）
関西学生男子秋季1部校学校対抗戦 準優勝

・
・

・
・

【女子】
第45回 全国女子大学ゴルフ対抗戦 6位
常陸宮妃杯第1回 全日本女子大学

ゴルフ選手権競技  優勝
関西学生女子春季1部校学校対抗戦  準優勝
関西学生女子秋季1部校学校対抗戦  3位

硬式野球部
・

・

第49回 関西学生バスケットボール　
選手権大会 4位
第72回 西日本学生バスケットボール
選手権大会 ベスト8
2022年度 関西学生バスケットボール
1部リーグ戦 7位

バスケットボール部

2022年度　
関西大学バレーボール連盟
男子春季リーグ戦2部 5位
男子秋季リーグ戦2部 6位

・【男子】

2022年度　
関西大学バレーボール連盟
女子春季リーグ戦2部 3位
女子秋季リーグ戦2部 優勝（1部昇格）

【女子】

バレーボール部

ゴルフ部

・

       

ユニバーシティークラブの
主な戦績   

丹後大学駅伝 第８４回関西学生
対校駅伝競走大会 11位

【男子】

第32回関西学生対校女子駅伝
競走大会 兼 第40回 全日本大学
女子駅伝対校選手権大会（関西地
区予選会）2位
第40回 全日本大学女子駅伝
対校選手権大会 3位

【女子】

陸上競技部

・

・

・

強化クラブ
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不
調
時
に
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
は
本
当
に
難
し

い
と
日
々
感
じ
ま
す
。
年
に
一
度
の
プ
ロ
テ
ス
ト
、
今
回
は
残
念
な

が
ら
不
合
格
で
し
た
。
投
げ
出
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
日
は
こ
れ
ま

で
に
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
「
ゴ
ル
フ
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
」
。
周
り
に

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
テ
ス
ト
初
日
に
初
め
て
キ
ャ
デ
ィ
し
て
く
れ
た
方

が
、
最
終
日
に
「
頑
張
っ
て
！
」
と
差
し
入
れ
を
く
れ
た
ん
で
す
。

初
め
て
会
っ
た
方
な
の
に
、
と
び
っ
く
り
し
た
の
と
同
時
に
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

応
援
し
て
も
ら
え
る
人
、
応
援
し
た
い
！
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
ん
で
す
。

　

プ
ロ
テ
ス
ト
は
合
格
率
３
％
、
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
。
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
、
「
来
年
も
受
け
た
い
」
と
家
族
に
伝
え
た

時
、
「
や
り
た
い
だ
け
や
っ
て
い
い
よ
。
ま
た
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
と
続
け
る
こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
応

援
し
て
く
れ
る
人
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。

　

女
子
ゴ
ル
フ
部
と
し
て
初
の
全
国
制
覇
「
常
陸
宮
妃
杯
」
。
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
、
私
は
も
と
も
と
年
下
の
子
と
話
す
の
は
苦
手
な
ん

で
す
が
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
後
輩
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

自
分
と
向
き
合
う
ゴ
ル
フ

　

日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
、
高
校
時

代
や
大
学
か
ら
も
ハ
ワ
イ
等 

海
外
で
の
試
合
は
経
験
済
で
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
こ
と
の
重
み
を
感
じ
ま
し

た
。
海
外
の
選
手
と
接
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
は
日
本
の

大
学
生
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

〝
英
語
〞
と
い
う
世
界
共
通
言
語
で
、
話
が
通
じ
る
こ
と
の
嬉
し

さ
も
実
感
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
の

　
「
世
界
大
学
ゴ
ル
フ
選
手
権
」

応
援
し
て
も
ら
え
る
人
で

い
つ
づ
け
た
い
・
・
・

　

す
ぐ
に
プ
ロ
を
目
指
さ
ず
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
た
大
学
生
活
の
こ

の
４
年
間
。
自
分
と
向
き
合
い
、
本
当
に
自
分
が
し
た
い
こ
と
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
納
得
い
く
ま
で
考
え
ぬ
い
た
か
ら
、
ゴ
ル
フ
を

続
け
て
い
く
こ
と
を
決
断
で
き
ま
し
た
。
「
自
分
が
選
ん
だ
道
、
決

め
た
か
ら
こ
そ
は
し
っ
か
り
や
り
た
い
」
。
自
分
の
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
考
え
た
４
年
間
、
大
阪
学
院
大
学
で
の
日
々
、
私
に
と
っ
て
す

べ
て
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

調
子
の
良
い
時
も
悪
い
時
も
、
大
丈
夫
。
私
の
中
に
核
が
し
っ
か

り
と
あ
る
か
ら
自
分
と
向
き
合
え
る
ん
で
す
。

　

メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
体
を
休

め
る
こ
と
だ
け
で
な
く
気
持
ち
の
リ
セ
ッ
ト
も
大
事
な
ん
で
す
。
ゴ

ル
フ
部
仲
間
と
食
事
に
行
く
こ
と
、
テ
レ
ビ
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

を
見
る
こ
と
も
好
き
で
す
。
普
通
の
大
学
生
と
し
て
の
日
常
は
、
良

い
意
味
で
自
分
の
余
白
部
分
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
で
の
自
分

オ
フ
の
時
間

「常陸宮妃杯第1回全日本女子大学ゴルフ選手権にて」「常陸宮妃杯第1回全日本女子大学ゴルフ選手権にて」

「世界大学ゴルフ
選手権にて」

「世界大学ゴルフ
選手権にて」

世界大学
ゴルフ選

手権

での優勝
時にはメ

ダルを

持って校
友会に来

て

下さった
神谷さん
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愛
知
県
出
身
な
の
で
す
が
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
祖
父
母
の
影
響

で
は
じ
め
ま
し
た
。
７
歳
ご
ろ
の
夏
休
み
に
、
練
習
に
連
れ
て
も

ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

親
戚
が
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
、
そ
の
人
が
経
営
す
る
ゴ
ル
フ
ス

ク
ー
ル
に
祖
父
母
が
通
っ
て
い
て
、
よ
く
連
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

姉
も
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
た
の
で
、
自
然
と
わ
た
し
の
そ
ば
に
ゴ
ル
フ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
族
み
ん
な
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
シ
ン
プ

ル
に
、
打
つ
こ
と
の
爽
快
さ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
し
、
小
さ
な
こ
ろ

は
「
〜
ま
で
飛
ん
だ
ら
ヘ
ッ
ド
カ
バ
ー
あ
げ
る
よ
」
等
と
ご
褒
美
が

も
ら
え
る
こ
と
が
、
お
ま
け
欲
し
さ
の
ゲ
ー
ム
感
覚
で
面
白
か
っ
た

で
す
（
笑
）

　

日
ご
ろ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
よ
く
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
高
校
２
年
の
時
、
岐
阜
県
で
の
「
２
０
１
６
年
中
部

高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
春

季
大
会
」
で
優
勝
し
た
時
に

は
、
本
当
に
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
ぼ
ん
や
り
と
、
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
プ
ロ
を
目
指

す
の
か
な
あ
…
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
い
ざ
進
路
決
定
の
時
期
に
な
っ
て
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
考
え
た
時
に
「
本
当
に
私
は
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
き
た
い
？
」
と

自
身
に
問
い
か
け
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
は
し
た
い
、
で
も
世
界
を
活
躍
の
舞
台
と
し
て
視
野
に
入

れ
た
時
に
、
語
学
力
は
必
須
だ
と
考
え
ま
し
た
。
国
際
交
流
を
し
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
そ
れ
が
可
能
な
大
学
に
行
き
た
い
、
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ゴ
ル
フ
部
が
あ
っ
て
、
留
学
生
と
の
交
流
が
で
き
る
大
阪

学
院
大
学
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

大
阪
学
院
大
学
の
外
国
語
学
部
で
Ｌ
Ｅ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
。

　

こ
の
コ
ー
ス
で
は
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
で
様
々
な
科
目
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
設
し
て
い
る
様
々
な
取

り
組
み
に
参
加
し
、
特
に
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｙ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｍ
で
は
、
留

学
生
を
生
活
面
や
学
習
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

通
じ
て
諸
外
国
の
様
々
な
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
仲

の
良
い
ド
イ
ツ
の
友
達
は
、
つ
い
最
近
も
日
本
に
来

た
の
で
居
酒
屋
で
飲
み
ま
し
た
（
笑
）

ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い

す
ぐ
に
プ
ロ
を
目
指
さ
な
か
っ
た

大阪学院大学校友会では、素晴らしい戦績をおさめる部
活動、学生を応援しています。近年ゴルフ部は特に著しい
戦績を残していますが、女子ゴルフ部キャプテンでありな
がら、プロを目指し個人としても活躍されている神谷奈恵
さんにインタビューを行いました。

取材日：2022年11月17日当時

神谷 奈恵さん女子ゴルフ部（外国語学部4年）VOICE!
Nae Kamiya

インタビュー

「中部高等学校ゴルフ選手権にて
  優勝時、大好きな祖母と」

「大学で出会った諸外国の仲間達と」「大学で出会った諸外国の仲間達と」
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中
学
時
代
は
京
都
サ
ン
ガ
F
C
の
下
部
組
織
に
属

し
、
高
円
宮
杯
で
好
成
績
を
残
す
ほ
ど
の
運
動
神
経
の

持
ち
主
。
や
り
き
っ
た
と
の
思
い
か
ら
、
高
校
で
は
自

転
車
部
に
入
部
。
高
学
年
同
様
の
過
酷
な
練
習
を
し
て

い
た
際
に
転
倒
事
故
し
、
脊
髄
損
傷
に
あ
う
。

　

「
入
院
し
て
い
た
当
初
は
、
歩
け
る
よ
う
に
な
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
」

　

家
族
は
事
故
当
日
に
も
う
歩
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て

い
た
。
本
人
に
伝
え
ず
に
い
た
の
は
、
明
る
く
前
向
き

に
生
き
て
い
っ
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
。
看
護
師
さ
ん
や

　

サ
ッ
カ
ー
を
経
験
し
て
い
る
分
、
視
野
の
広
さ
と
状

況
判
断
能
力
に
は
長
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
い

コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
し
て
き
た
の
で
空
間
処
理
能
力
に
も

長
け
て
い
る
と
思
う
。
ど
こ
に
ど
の
選
手
が
い
る
か
、

ど
ん
な
動
き
を
す
る
か
を
と
ら
え
や
す
い
ん
で
す
。　

　

車
い
す
バ
ス
ケ
は
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て
選
手
に
持

ち
点
が
付
与
さ
れ
る
の
で
す
が
、
僕
は
１
点
。
ボ
ー
ル
を

持
っ
て
動
く
と
い
う
よ
り
は
味
方
を
活
か
す
プ
レ
ー
を
し

ま
す
。
持
ち
点
は
低
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
で
も

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
相
手
の
動
き

を
少
し
で
も
早
く
予
測
し
て
行
動
す
る
こ
と
、
そ
う
い
っ

た
動
き
の
速
さ
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

準
決
勝
で
の
ス
ペ
イ
ン
戦
は
接
戦
で
し
た
。
海
外
の

選
手
は
体
格
が
日
本
と
違
う
だ
け
で
な
く
、
狭
い
ス

ペ
ー
ス
で
も
パ
ワ
ー
で
ガ
ツ
ガ
ツ
割
っ
て
入
っ
て
く
る

ん
で
す
。
僕
と
し
て
は
、
相
手
チ
ー
ム
の
キ
ー
マ
ン
を

焦
点
に
、
そ
の
選
手
の
癖
を
見
抜
い
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

を
で
き
た
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
A
代
表
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
る
。
し
か

し
そ
れ
ま
で
に
伸
び
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
川
上
祥
平
さ

ん
（
伊
丹
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
選
手
）
で
し
た
。

「
持
久
力
が
な
い
と
走
れ
な
い
し
、
周
り
を
確
認
す
る

余
裕
が
な
く
な
る
よ
」
と
自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
教

え
て
く
れ
て
、
ほ
ぼ
毎
日
、
持
久
力
強
化
の
た
め
の
練

習
を
共
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
重
視

だ
っ
た
僕
に
と
っ
て
、
新
た
な
気
づ
き
で
し
た
。

　

 

自
分
の
強
み
を
い
か
し
て

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
本
場
、
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス

で
の
キ
ャ
ン
プ
を
経
験
し
ま
し
た
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
も

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
も
本
当
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
日
本
特
有
の
恥
じ
ら
い
が
な
い
か
ら
か
、
ス

ト
レ
ー
ト
な
表
現
を
し
て
互
い
を
褒
め
称
え
る
ん
で

す
。
相
手
チ
ー
ム
に
良
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
た
と

き
、
相
手
チ
ー
ム
か
ら
も
賞
賛
さ
れ
る
ん
で
す
。
個
々

を
尊
重
し
、
リ
ス
ペ
ク
ト
し
あ
う
良
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

車
い
す
バ
ス
ケ
は
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
。
知
っ

て
も
ら
い
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
継
続
し
て
見
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
、
普
通
の
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
だ
め
。
面
白
い

な
、
ま
た
見
た
い
な
、
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
観

客
を
沸
か
す
「
魅
せ
る
」
プ
レ
ー
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
 

ア
メ
リ
カ 

魅
せ
る
バ
ス
ケ

　

母
に
は
、
車
の
免
許
を
取
る
ま
で
ず
っ
と
練
習
の
送

り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
車
内
で
は

プ
レ
ー
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
し
て
喧
嘩
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
け
ど
、
母
を
は
じ
め
、
明
る
い
家
族
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
今
の
自
分
が
あ
り
、
車
い
す
バ
ス
ケ
と
の

自
分
が
あ
り
ま
す
。
車
い
す
に
な
っ
た
け
ど
、
バ
ス
ケ

に
出
会
っ
た
。
な
っ
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
人
が
い
る

し
、
な
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
経
験
が
あ
る
。
こ
の
経

験
は
、
自
分
の
人
生
を
濃
い
も
の
に
し
て
く
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
人
の
明
る
さ
が
、
自

分
を
さ
ら
に
前
向
き
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
あ
き
ら
め

な
く
て
い
い
と
、
何
で
も
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
発
信
力
・
影
響
力
の
あ
る
人
に

な
り
た
い
。
選
手
と
し
て
は
、
「
壊
れ
る
ま
で
や
り
続

け
た
い
」
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
人
間
の
限
界
を
教
え
て
く
れ
る

大
会
」
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
人
間
の
限
界
を
超
え

る
大
会
」
で
す
。

　

限
界
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
で
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
選
手
に

な
り
た
い
。

　

 

こ
れ
ま
で
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

 

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て…

Lake Shiga 
B.B.C
インスタグラム

宮本涼平さん
インスタグラム

宮本涼平さん
ツイッター

そ
し
て
…
２
０
２
２
年
９
月

I
W
B
F
男
子
U
23
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
に
て
日
本
代
表
の

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
優
勝
を
お
さ
め
る
。

宮本さんについてもっと知りたい、
車いすバスケについてもっと
知りたい方は一度ご覧ください。

上半身の
筋力トレーニングや

体幹トレーニングは欠かせない。
手にまめができてしまう

ことも多い。

障がいの有無に関係なく、人との出会いは大きい

限界までやりたい、やりぬきたい
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中
学
時
代
は
京
都
サ
ン
ガ
F
C
の
下
部
組
織
に
属

し
、
高
円
宮
杯
で
好
成
績
を
残
す
ほ
ど
の
運
動
神
経
の

持
ち
主
。
や
り
き
っ
た
と
の
思
い
か
ら
、
高
校
で
は
自

転
車
部
に
入
部
。
高
学
年
同
様
の
過
酷
な
練
習
を
し
て

い
た
際
に
転
倒
事
故
し
、
脊
髄
損
傷
に
あ
う
。

　
「
入
院
し
て
い
た
当
初
は
、
歩
け
る
よ
う
に
な
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
」

　
家
族
は
事
故
当
日
に
も
う
歩
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て

い
た
。
本
人
に
伝
え
ず
に
い
た
の
は
、
明
る
く
前
向
き

に
生
き
て
い
っ
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
。
看
護
師
さ
ん
や

医
師
、
周
り
の
人
に
黙
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
つ

い
最
近
知
り
ま
し
た
。

　
足
が
も
う
動
か
な
い
と
気
づ
い
た
時
、
一
日
だ
け
、

家
族
に
反
抗
し
た
日
が
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
そ
れ
以
降
、
「
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
仕
方

が
な
い
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
楽
し
む
し
か
な

い
。
」
と
。

　
も
う
一
度
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
し

て
、
怖
く
な
か
っ
た
。
小
学
校
か
ら
か
け
っ
こ
好
き
、

外
で
動
き
回
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
中
学
、
高
校
も
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
き
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
な
い
と
物

足
り
な
い
体
で
あ
り
、
人
生
な
ん
で
す
。

　
以
前
か
ら
な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
た
車
い
す
バ
ス

ケ
。
た
し
か
病
院
で
、
脊
髄
損
傷
で
入
院
し
た
人
が
集

ま
る
教
室
で
教
え
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
は
Y
o
u-

T
u
b
e
と
か
で
消
灯
過
ぎ
て
も
見
ま
く
っ
て
（
笑
）

数
年
前
の
日
本
代
表
の
試
合
を
見
て
「
い
い
激
し
さ
、

カ
ッ
コ
よ
さ
」
を
感
じ
て
、
退
院
後
一
週
間
後
く
ら
い

で
す
ぐ
に
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
中
学
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
た
の
で
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
か
っ
た
の

と
、
球
技
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
の
が
ば
っ
ち
り
合
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

　
は
じ
め
の
感
想
は
、
思
っ
た
よ
り
取
り
回
し
が
難
し

く
激
し
か
っ
た
。

　
で
も
自
由
に
動
き
回
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
面
白

か
っ
た
で
す
。
普
通
の
車
い
す
と
は
違
い
、
回
転
の
速

度
を
か
け
ら
れ
た
り
、
体
を
固
定
し
て
い
る
分
こ
け
て

し
ま
う
心
配
が
な
い
か
ら
思
い
切
り
漕
げ
る
。
「
車
い

す
に
な
っ
て
も
全
力
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
動
き
が
で

き
る
」
こ
と
が
何
よ
り
魅
力
で
し
た
。

　 

自
転
車
部
で
の
事
故

　 

は
じ
め
て
の
競
技
用
車
い
す

タイのプーケットにて開催されたIWBF男子U23車いすバス
ケットボール世界選手権に日本代表のキャプテンとして出場
し、見事優勝を果たしました。車いすバスケとの出会いから現
在、また今後の目標についてインタビューを行いました。　　
　　　　　　　　　　　　 取材日：2022年11月21日当時

車いすバスケットボール

　 

入
院
中
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
知
る

車いすバスケの

ルール等もくわしく

載っています

 http://hukusi-shiga.com/lsb/Lake Shiga B.B.C HP

宮 本 涼 平 さん
（経済学部4年）

インタビュー

IWBF男子U23車いすバスケットボール世界選手権優勝

車いすバスケを多くの人に知ってもらいたい
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OGU
とりっぷ

vol.3

岡山城と三大名園
の後楽園を背に、春

はさくら並木

の華やかな路、夏
は若々しい青葉、秋

は紅葉、冬は

雪が舞う…四季折
々の景色と風情を

感じられる老舗

ホテルです。

所在地：岡山市中区
浜2-3-12

TEL：086-272-
1201

白壁の蔵屋敷、なまこ壁、柳並木
など、趣ある景観が楽しめる倉敷
美観地区。伝統的な建物が作り
出す町並みや、倉敷川沿いのレト
ロモダンな風景が、人々を魅了し
ます。

所在地：倉敷市中央1-4-8
TEL：086-422-0542
（倉敷館観光案内所）

今号のOGUとりっぷは「岡山支部」
　　　 ～あっぱれ　 「晴れの国 岡山」～
岡山県は穏やかな気候風土に恵まれ、瀬戸内海の絶景や倉敷美観地区等
の人気スポットだけでなく、岡山後楽園や吉備路etc...歴史と自然を満喫
できる県です!　
極上のフルーツをはじめ山海の味覚もお楽しみいただけます！
ぜひぜひ、岡山県にお越しくださ～い！

倉敷由加温泉ホテル山桃花は、古来より磐座信
仰・山岳信仰の対象とされていた倉敷市児島の
由加山にあり、岡山市・倉敷市・児島地区への、ク
ロスポイントに建つホテルです。

所在地：倉敷市児島由加3285
TEL：086-477-5588 

瀬戸大橋と瀬戸内海の島々を眺めながら、
海の幸を堪能できるリゾート旅館。森に包
まれたグランピングエリアでは、非日常を
ご満喫頂けます。

所在地：倉敷市大畠1666-2
TEL：086-479-7111

瀬
戸
大
橋

世
界
最
大
級
の
橋
梁
群

岡山市内の宿泊に！
岡山市内の宿泊に！

風光明媚な大名庭園！

風光明媚な大名庭園！

週末を中心に、
ライトアップされ、

優雅でロマンチック!

岡山随一の桜の名所！

岡山随一の桜の名所！

美しい白壁の町並み！
美しい白壁の町並み！

鷲羽山下電ホテル

倉敷由加温泉ホテル山桃花
さんとうか

ゆが

岡山プラザ
ホテル

倉敷美観地区
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日本三名園のひとつで、季節の花が彩る広々とした園内は江戸時代さながらの別世界。1952年には歴史的文化遺産として“特別名勝”に指定され、ミシュラン・グリーンガイド・ジャポンでは三つ星の評価を得ています。
所在地：岡山市北区後楽園1-5TEL：086-272-1148

「雄町米のお酒」 バナナクリームロール

シガーフライ

「日本100名城」「日本さくら名所1 0 0選」に選ばれる津山城は1616年に築城。明治の廃城令によって建造物はすべて取り壊されましたが、2005年に備中櫓を復元。桜の名所として知られ、約1,000本の桜が咲き誇る景観は見事です。
所在地：津山市山下135TEL：0868-22-3310（津山市観光協会）

湯郷温泉街からは
少し離れた高台に

佇

む岡山県最大級の
本格和風旅館。和風

ハローキティルー
ムに泊まれるのは

日

本でここだけ！

所在地：美作市中山
1144

TEL：0868-72-
8111

TEL：086-272-5181（タクシー部）
TEL：086-273-7666（観光バス部）

おかやま観光を便利に！岡山市内の
タクシー、貸切バスは「プラザ交
通」にお任せください。

全長18ｍのＮゲージ（鉄道ジオラマ）に
お子様も大興奮！Ｎゲージと窓から見える
本物の新幹線を間近で眺めながら、同時
にお食事も楽しめるのは日本で唯一ここ
だけ！座席は食堂車をイメージして作ら
れています。天然温泉「長船温泉」も人
気。岡山県のお土産も購入できます。

所在地：瀬戸内市長船町長船1133-2
TEL：0869-66-9215

岡山木村屋で最も人気のある
「バナナクリームロール」は
1950年代の発売以来、60年
以上お客様に愛され続けてい
ます。親子孫三代にわたるファ
ンも多く、半世紀以上愛されて
きた岡山木村屋のロングセ
ラー商品です。

「梶谷のシガーフライ」は、
半世紀以上変わらない味で
“食べたらやめられない”と
多くのお客様から賞賛をい
ただいているロングセラー
商品。サクッとした食感と程
良い塩味が人気のビスケッ
トです。

山田錦の親にあたり、かつて入手が困難だったことから「幻の酒米」と呼
ばれている雄町米は岡山県が発祥の地。大粒の雄町米で作ったお酒は、
独特のまろやかさとコクがあります。杜氏の匠の技、温暖な気候と良質な
酒米と三大河川が運ぶ清らかな水に恵まれた岡山の地酒は、国内はもち
ろん海外でも高く評価されています。

重伝地区の城東町並みに隣接しており津
山の歴史が体験できます。洋学資料館、鍛
冶屋や長屋形式の建物など江戸から昭和
初期までの風情を感じてみませんか。
奈義和牛を使用したそずり鍋等の郷土料
理、津山城下町御膳（要予約）も人気です。

所在地：津山市東新町114-4
TEL：0868-25-2121

風光明媚な大名庭園！

風光明媚な大名庭園！

キティちゃんルームが人気！

キティちゃんルームが人気！

タクシーならこちら!タクシーならこちら!
岡山支部支部長　
中山 雅弘さん
昭和57年 
経済学部卒業

岡山の美味
しい味覚の数々…岡山の美味
しい味覚の数々…

岡山随一の桜の名所！

岡山随一の桜の名所！

おまち

プラザ交通

ゆのごう美
春閣かくざん

津山鶴山ホテル

おさふねサービスエ
リア

かくざん

津山城（鶴山公園）

岡山後楽園
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ネットワーク拠点

総会日程 2023年6月4日（日）
アートホテル日暮里 ラングウッド

支部長 桐畑 秀司関東

総会日程 2023年６月１８日（日）
岡山プラザホテル

支部長 中山 雅弘岡山

総会日程 2023年７月９日（日）
ヴェルデ辻甚

支部長 松村 裕玄奈良

総会日程 2023年７月３０日（日）
ホテルグランヴィア広島

支部長 相原 和子広島

総会日程 2023年８月６日（日）
琵琶湖ホテル

支部長 仲野 弘子滋賀

海外在住
住所不明

42
30,288

2023年1月31日現在

2,433

1,892

6,698

22,585

11,339

431
1,087

846

575

318

609

1,207

453

252

113

156

96
116

99

64109

長崎県

沖縄県

山口県 島根県

広島県

鳥取県

岡山県

高知県

愛媛県 香川県

徳島県

兵庫県

和歌山県

奈良県

京都府

大阪府佐賀県

福岡県

大分県

宮崎県
熊本県

鹿児島県

502

２０２３年５月13日（土） ホテルグランヴィア大阪 ２０階 名庭の間

【問合せ先】大阪学院大学校友会事務局 TEL 06-6318-3260　 FAX 06-6318-3261

※兵庫県、和歌山県など近畿地方にお住まいの方は本部総会へお越し下さい。　詳しくは、裏表紙にてご案内しております。
※各支部へのお問い合わせは、大阪学院大学校友会事務局までご連絡ください。

本部：総会日程
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ネットワーク拠点

総会日程 2023年６月２５日（日）
京都ブライトンホテル

支部長 山口 隆平京都

総会日程 2023年７月２日（日）
ホテル金沢

支部長 大矢 文男北陸

総会日程 2023年７月２３日（日）
三翠園

支部長 野中 博正四国

東海 九州

★現在も活動を行っておりますが、さらに会員
メンバーを増やして発展させていきたい
と考えています。名古屋などの各地で随
時親睦会を開催しております。愛知・三重・
岐阜県にお住まいの卒業生で、少しでも
活動に興味のある方はお気軽にお問合せ
ください。
2023年度の総会・懇親会については開催
する見込みです。詳しくは別途郵送させて
いただくご案内をご確認ください。
みなさまとお会いできるのを楽しみにして
おります！

★九州支部は8県（福岡・佐賀・長崎・熊本・
大分・宮崎・鹿児島・沖縄）と地域が幅広く、
各地で随時親睦会を開催しております。
これまで以上に各県の卒業生を取り込んで
活動していきたいと考えています。九州
全域で1,000名を超える卒業生のみなさ
ま、是非とも学生時代をともに懐かしみま
しょう！
2023年度の総会・懇親会については開催
する見込みです。詳しくは別途郵送させて
いただくご案内をご確認ください。

55

14

1413

10 35

24

43
29

108

96

50

100

15
200

117

459

133329

341

637

499

552

3,459

2,433

奈良県

三重県

滋賀県

福井県

石川県
富山県

愛知県

岐阜県
長野県

静岡県
山梨県

群馬県

埼玉県

栃木県
茨城県

千葉県

福島県

山形県 宮城県

秋田県 岩手県

青森県

北海道

東京都

神奈川県

新潟県

993

都道府県別校友会会員数

２０２３年５月13日（土） ホテルグランヴィア大阪 ２０階 名庭の間

mail：koyu@ogu.ac.jpTEL 06-6318-3260　 FAX 06-6318-3261

※兵庫県、和歌山県など近畿地方にお住まいの方は本部総会へお越し下さい。　詳しくは、裏表紙にてご案内しております。
※各支部へのお問い合わせは、大阪学院大学校友会事務局までご連絡ください。
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下記の卒業年度にあたる卒業生は、会費無料にて2023年5月13日の懇親会にご招待します

〒530-0001
大阪市北区梅田3-1-1
TEL 06-6344-1235(代）

日時 ： 2023年5月13日（土）　受付11：30～
　　　総会12：00～　懇親会13：00～
場所 ： ホテルグランヴィア大阪  20階  名庭の間
会費 ： 1家族 3,000円 （当日受付にて徴収）　

総会ならびに懇親会開催案内大阪学院大学校友会

ホテルグランヴィア大阪

特別ご招待

1978年（昭和53年）、1993年（平成5年）ご卒業
ならびに 2022年9月、2023年3月のご卒業生

（1975年（昭和50年）、1990年（平成2年）、2019年9月、2020年3月の卒業生）
（1976年（昭和51年）、1991年（平成3年）、2020年9月、2021年3月の卒業生）
（1977年（昭和52年）、1992年（平成4年）、2021年9月、2022年3月の卒業生）

卒業生の方で、校友会の活動および運営を行っていた
だける方を募集しています。
できれば、平日日中の融通のきく方を特に歓迎いたし
ます。主な活動内容は、新入生歓迎会や本部総会・支部
総会、岸辺祭、毎月の定例役員会など。詳細はお気軽
にお問合せください。

確実にご案内をお届けするためにも、住所変更やご氏名等変更の際は校友会までお知らせください。
同封の返信はがきやメール、お電話でも受け付けております。

校友会活動に参加しませんか

大阪学院大学校友会事務局　E-mail：koyu@ogu.ac.jp　TEL：06-6318-3260

ご出席の方は2023年4月27日（木）必着で、同封のはがきにてご返信ください。

校友会では、活動を広く知っていただき多くの卒業生にご参加いただけるよう毎年卒業30年目、ならび
に45年目を迎える方を懇親会にご招待するとともに、開催年度直近での卒業生をご招待しています。な
お、コロナウイルス感染拡大防止により過去中止となった懇親会につきまして、下記の卒業年度に該当さ
れる方もご招待となります。詳しくは校友会事務局までお問合せください。

JR大阪駅中央口を出て
右手すぐ
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